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町
で
は
、
高
松
地
区
住
宅
改
良
事
業

の
第
一
期
工
事
と
し
て
、
高
松
区
の
高

台
に
改
良
住
宅
を
建
設
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
す
べ
て
完
成
し
、
改
良
住

宅
百
五
十
戸
に
、
旧
日
本
炭
礪
社
宅
の

仲
町
・
本
町
の
一
部
と
東
町
の
一
部
に

居
住
さ
れ
て
い
た
か
た
が
入
居
を
終
え

ま
し
た
。

こ
の
後
、
第
二
期
工
事
（
百
五
十
戸

）
に
十
月
か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
が
、

総
工
費
八
値
二
千
万
円
を
か
け
．
た
二
期

工
事
も
、
五
十
一
年
五
月
の
完
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

町の人口

．（50年10月末現在）

人　口　24，158

男11，701

女12，457

世帯数　7，173

農
業
機
械
士
の

技
能
検
定
試
験

◇
試
験
の
種
類
　
初
級
及
び
中
級
ト

ラ
ク
タ
ー
の
技
能

◇
試
験
日
と
場
所

初
級
ト
ラ
ク
タ
ー
5
0
年
1
2
月
1
5

［
口

中

級

ト

ラ

ク

タ

ー

5

1

年

2

月

2

Ｒ
Ｈ福

岡
県
農
業
経
営
伝
習
農
場
（
宗

像
郡
宗
像
町
大
字
池
浦
6
7
の
ｌ
）

◇
受
験
資
格
　
満
1
8
歳
以
上
の
農
業

者
、
市
町
村
、
農
業
団
体
な
ど

の
職
員

◇
申
込
手
続
き
　
役
場
を
経
由
し
て

県
農
政
部
農
業
技
術
課
ま
で
、
申

込
受
付
け
期
間
内
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
期
間

0
軌
級
ト
ラ
ク
タ
ー

5

0

年

1

1

月

9

日

～

1

2

月

8

日

。

中

級

ト

ラ

ク

タ

ー

ヰ

＼

、

1

5

0

年

1

2

月

1

8

日

～

5

1

年

1

月

2

6

日
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1

1

月

2

6

日

～

1

2

月

2

日

幸
せ
を
明
日
に
つ
な
ぐ
火
の
始
末

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
火
災
の
多
発
時
期
を
迎
え

る
た
め
、
住
民
一
人
一
人
が
防
火
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
火
災
の
発
生
防

止
と
、
人
命
損
傷
事
故
を
な
く
す
た
め

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
各
家
庭
で

も
次
の
防
火
診
断
だ
け
は
、
必
ず
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

。
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

マ
イ
ク
ロ
バ
　
ス

巡
回
時
間
の
変
更

町
で
は
、
老
人
憩
い
の
家
か
え
ぶ
り

山
荘
〟
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
巡
回
時
間
を

変
更
し
、
十
二
月
一
日
か
ら
三
カ
月
周

次
の
路
線
図
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。

山
荘
利
用
者
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
、

意
見
を
参
考
に
し
て
、
九
月
一
日
か
ら

変
更
し
、
以
後
三
カ
月
ご
と
に
変
更
し

て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
時
間
ど
お
り
に

運
行
し
て
い
ま
す
か
ら
早
目
に
停
留
所

で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

年
計
画
で
、
猪
熊
地
区
か
ら
国
土
調
査

溜
娠
値
　
　
（
地
籍
調
査
）
事
業
を
実
施
し
て
き
ま

の
防
止

暖
房
器
具
の
安
全
点
検

ガ
ス
器
具
な
ど
の
ガ
ス
も
れ
点
検

お
よ
び
点
火
、
消
火
の
確
認

老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所

の
安
全
点
検

消
火
用
具
の
準
備

国
士
調
査

5
1
年
4
月
か
ら

吉
田
地
区
を

町
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
五
力

し
た
が
、
昭
和
五
十
ｌ
一
年
四
月
か
ら
吉

昭
地
区
（
大
字
苫
田
お
よ
び
、
一
部
大

字
下
二
字
長
都
、
上
井
地
）
の
国
七
調

査
に
入
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
台

帳
や
字
図
を
正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
新

し
い
土
地
台
帳
や
字
図
を
作
り
、
土
地

の
正
し
い
位
置
、
形
、
地
番
、
地
目
、

面
積
を
明
ら
か
に
し
て
、
皆
さ
ん
の
財

産
を
守
る
と
と
も
に
土
地
改
良
事
業
や

い
ろ
ん
な
擢
設
事
業
計
画
に
利
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
住
民
の
か
た
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
威
い
し
ま
す
。
　
　
　
．

な
お
、
調
査
に
つ
い
て
不
審
な
点
が

あ
れ
ば
、
役
場
国
土
調
査
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

な

く

そ

う

凶
器
使
用
犯
罪

凶
器
使
用
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

よ
，
つ
。肇

寮
は
、
昨
年
九
月
以
来
総
力
を
あ

げ
て
凶
器
使
用
犯
罪
の
未
然
防
止
活
動

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
間
多
数
の

凶
器
を
発
見
、
押
収
し
、
凶
器
を
使
用

す
る
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
も
爆
発
物
使
用
事
件

あ
る
い
は
、
け
ん
銃
、
刃
物
な
ど
を
用

い
た
暴
力
団
の
対
立
抗
争
事
件
な
ど
は

跡
を
断
た
ず
‥
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
，
㌢
な
現
状
か
ら
警
察
署
で

は
、
尊
い
人
命
に
直
接
影
響
を
与
え
る

凶
器
を
使
用
す
る
悪
質
な
犯
罪
を
な
く

す
た
め
、
十
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
一
カ
月
間
、
凶
器
な
ど
危
険
物
の

取
締
り
を
県
下
一
せ
い
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。み

な
さ
ん
も
お
互
い
の
生
活
の
安
全

を
守
る
た
め
危
険
な
刃
物
や
銃
、
火
薬

な
ど
の
「
凶
器
追
放
運
動
」
を
広
く
展

開
し
凶
器
を
使
用
す
る
犯
罪
の
未
然
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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へ
・

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
成
人
式
に
該

当
す
る
新
成
人
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

新
成
人
に
該
当
す
る
の
は
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
一

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
該
当
者
を
九
月
一
日
現
在
の
選

挙
人
名
簿
に
よ
っ
て
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
転
入
、
転
出
な
ど

、
移
動
の
た
め
に
次
の
名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
か
た
、
ま
た
、
九
月
一
日

以
後
水
巻
町
に
転
入
し
た
た
め
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
た
は
、
教

育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
居
住
地
区
の
公
民
館
長
に
申
し
出
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ｌｌ用ｔ川日日ｌｌ間ｌＭｌ日日即Ｉｕｌｌｍｌ吋用Ｉｌ叫Ｉｌｌ用川田日間ｌ

立
屋
敷
　
蔵
富
実
、
入
江
か
ほ
る
、

岡
真
弓

伊
左
座
　
永
沼
雄
一
郎
、
永
沼
毅

み
ず
ほ
団
地
　
小
倉
香
代
子
、
梶
原

亨
也
、
江
越
淳
、
太
田
安
彦
、
板
橋
和

代
、
田
中
噸
子
、
麻
生
哲
美
、
酢
田
久

美
子
、
世
良
英
己
、
山
田
久
雄
、
永
石

其
知
代
、
藤
原
恭
子

二
　
船
津
夏
美
、
田
仲
弘
明
、
前
迫

博
美
、
川
上
君
江
、
加
島
恵
子
、
大
村

喜
代
番

二
町
住
　
重
岡
和
宏
、
中
西
進

下
二
　
豊
沢
司
、
豊
沢
立
志
、
豊
沢

響
子
、
寒
川
よ
し
子
、
笹
粟
信
代
、
松

本
智
淳
子
、
牧
野
雅
之
、
高
月
真
弓
、

丸
山
久
子
、
岩
田
徳
男
、
篠
原
寿
美
香

広
田
一
枝

下
二
町
住
　
細
山
久
美
子
、
古
閑
徳

江
、
熊
井
徹
、
井
美
恵
子
、
大
迫
ひ
と

み
、
福
田
信
弘
、
尾
張
友
子
、
松
瀬
康

隆
、
小
野
博
幸

入
江
興
産
　
今
藤
由
紀
子
、
柾
木
幸

子
、
梶
原
幸
子
、
中
村
博
美

吉
田
ノ
一
山
永
初
美
、
塘
雅
恵
、

石
丸
博
文
、
坂
元
宏
明
、
大
川
原
誠
二

吉
田
団
地
　
鵜
瀬
勝
己
、
永
野
留
美

子
、
有
常
智
子
、
藤
井
治
樹
、
吉
住
善

江
、
橋
本
功
、
山
中
千
鶴
子
、
松
江
茂

章
、
木
須
貴
代
子
、
藤
井
多
鶴
子
、
小

健
司
、
殿
畑
桂
子

上
川
宗
利
、
原
幸

子
、
高
橋
正
義
、

前
田
隆
徳
、
天
野

学
、
大
浜
智
子
、

昭
和
五
十
喜
成
米
式
該
当
叢

島
愛
子
、
仮
屋
秋
枝
、

一
組
、
久
保
恵
利
子
、

弘
志
、
古
玉
美
砂
子
、

崎
隆
二
、
志
賀
敏
博
、

柳
友
江
、
古
荘
和
子
、

村
英
市
、
梶
田
真

澄
、
犬
山
照
近
、

峯
崎
二
美
、
村
田

板
垣
均
、
本
田

池
松
剛
、
筆
保

富
永
茂
光
、
山

富
岡
美
江
、
育

上
田
明
彦
、
中

司
、
松
田
美
代
子
、
中
村
慎
次
、
西
本

和
雄
、
川
辺
英
一
、
原
田
義
久
、
吉
永

純
彦
、
岡
見
俊
樹
、
藤
原
朝
弘
、
小
坂

幸
二
、
若
松
正
樹
、
中
野
靖
文

美
吉
野
団
地
　
木
村
真
理
、
牛
鬼
百

重
、
藤
本
朗
、
安
武
優
子
、
武
藤
理
恵

手
島
英
雄
、
村
田
隆
、
赤
本
裕

緑
風
園
団
地
　
後
藤
義
和
、
福
本
和

雄
、
今
田
秀
敏
、
貫
延
秀
人
、
北
原
正

記
、
村
田
太
、
河
合
研
、
横
川
雅
美

松
栄
荘
団
地
　
吉
田
正
明
、
玉
城
勝

兼
田
裕
文
、
名
嘉
博
文
、
敷
島
由
美
、

宮
城
正
雄

頃
末
　
片
山
幸
一
郎
、
小
林
徹
二
、

久
保
田
綾
子
、
実
藤
法
子
、
有
害
正
憲

藤
井
教
子
、
浜
地
玉
枝
、
末
田
勝
代
、

．
ヽ
、／

尾
陽
子
、
．
高
倉
晴
美
、
藤
瀬
恵
津
子
、

芹
川
正
勝

中
央
区
　
松
島
静
江
、
国
友
相

机
　
桜
木
知
恵
子
、
浜
地
ひ
と
み
、

森
田
真
司
、
藤
島
邦
子

古
賀
　
木
下
康
生
、
樋
高
昭
子
、
山

崎
良
一
、
東
野
鈴
子
、
奥
平
忍
、
栗
田

政
人
、
井
上
文
子
、
石
川
千
枝
子
、
高

島
登
喜
子

新
生
街
　
日
高
義
昭
、
江
口
政
洋
、

川
端
悦
子
、
橋
本
秋
義

樋
口
　
藤
川
良
子
、
藤
田
好
一
、
田

中
み
さ
子
、
篠
原
雅
輝
、
末
永
暫
三
、

石
橋
陽
子
、
三
宅
久
美
子
、
田
中
寿
代

山
下
勝
徳
、
採
水
真
弓
、
光
廷
友
子
、

森
田
潤
、
川
崎
京
子
、
大
越
秀
美
、
山

移
動
の
た
め
に
も
れ
た
方
は

教
育
委
員
会
に
連
絡
く
だ
さ
い

元
千
賀
子
、
佐
藤

和
子
、
島
田
志
津

江
猪
熊
　
竹
内
和

男
、
平
田
義
昌
、

堤
貴
代
子
、
田
中

三
千
代
、
田
島
悦

家
真
澄
、
山
川
信
子
、
服
部
栄
子
、
永

山
三
章
夫
、
衛
藤
千
代
美
、
川
上
省
三

河
野
弥
生
、
山
田
恵
子
、
井
上
秀
雄
、

俵
博
之
、
国
府
浩
、
末
吉
達
也
、
原
田

宏
幸
、
糸
原
利
一
、
江
口
一
広
、
楠
元

好
一
、
守
田
文
枝

吉
田
ノ
二
　
高
橋
仁
、
小
副
川
茂
、

田
村
弘
喜
、
鹿
本
良
二
山
崎
優
子
、

浦
田
忠
勝
、
松
崎
純
一
、
伊
勢
島
昭
子

卯
辰
広
美
、
塩
川
由
紀
代
、
中
田
洋
子

福
沢
良
信
、
稲
田
睦
美
、
白
石
美
登
里

東
雪
代
、
吉
田
博
恵
、
重
信
冷
子

吉
田
ノ
ー
ニ
黒
日
新
司
、
山
本
高
史

大
西
宰
蔵
、
森
田
周
逸
、
藤
崎
洋
子
、

篠
崎
啓
子
、
本
田
寛
、
青
柳
一
紀
、
南

節
朗
、
永
松
進
、
大
窪
恵
子
、
松
川
修

藤
江
泰
雄
、

徳
王
繁
房
、

田
中
明
善
、

古
村
孝
江
、

永
田
政
利
、
徳
王
雅
之
、

平
方
真
書
子
、
井
村
洋
一

天
願
英
男
、
石
沢
純
子
、

山
口
光
章
、
山
浦
末
実
、

森
田
ミ
サ
ヲ
、
岩
下
光
子
、
大
塚
尚
志

幸
村
恵
子
、
藤
崎
正
信
、
中
田
清
孝
、

田
中
和
恵
、
宮
園
刈
子
、
宮
園
ヨ
シ
子

小
役
丸
亮
一
、
村
田
栄
治
、
武
田
光
信

青
笹
昌
也
、
師
村
五
六
、
西
川
克
志
、

荒
木
朝
子
、
徳
永
信
三
、
尾
畑
隆
一
、

小
田
洋
子
、
亀
島
隆
、
石
場
し
の
ぶ
、

浅
野
真
理
子
、
花
田
桂
子
、
小
林
桂
子

野
方
政
任
、
沢
田
清
、
武
田
尚
美
、
Ｌ
隅

虚
数
則
、
志
水
淳
子
、
村
井
勉
Ｉ
∴
氷
海

和
夫
、
平
城
恵
美
子
、
花
田
和
子
、
中

村
正
樹
、
坂
元
航
三
、
高
田
和
夫
、
杉

子
、
小
川
剛
、
山

下
明
美
、
大
月
利
昭
、
内
田
瘍
一
、
宮

本
り
え
子
、
渕
本
育
代
、
小
石
原
孝
男

水
ノ
江
厚
子
、
福
島
洋
、
清
水
真
助
、

加
藤
純
子
、
満
田
富
子
、
鶴
長
ち
づ
子

住
吉
寿
路
、
横
川
千
鶴
子
、
福
田
博
子

三
吉
輝
美
、
山
口
純
子
、
田
口
兼
二
、

尾
形
公
一

猪
熊
町
住
　
百
田
裕
司
、
小
林
文
子

末
武
三
千
代
、
笠
間
文
子
、
福
井
智
恵

子
、
中
村
加
津
子
、
船
津
暗

鯉
口
区
　
井
上
憲
政
、
坂
本
喜
代
子

西
村
忠
幸
、
弓
覇
一
、
宮
崎
類
子
、
小

、

　

ｔ

・

1

－

，

野
一
郎
、
池
田
喜
代
子
、
井
上
忠
幸
、

谷
本
泰
成
、
谷
本
み
ど
り
、
平
川
統
一

蘭
弊
法
子
、
浜
田
艮
広
、
由
中
由
鵜
等
丁

神
元
秀
海
、
最
打
撃
一

二
杜
区
　
植
美
津
子
、
中
島
雅
子
、

徳
永
久
仁
子
、
山
形
扶
美
子
、
中
谷
恵

津
子
、
永
井
明
子
、
田
代
拓
、
池
松
節

子
、
内
美
奈
子
、
森
昭
子

古
賀
区
　
中
西
素
直
、
安
中
久
美
子

桑
野
絹
江
、
河
辺
裕
美
子
、
尾
形
信
行

白
石
一
義
、
梶
原
恵
子
、
村
川
順
子
、

山
口
盛
男
、
山
口
春
子
、
川
崎
茂
生
、

山
田
康
博
、
島
田
一
彦
、
嵩
本
睦
子
、

吉
村
恵
子
、
中
藤
悦
子
、
市
岡
隆
幸
、

神
崎
伸
博
、
岩
元
富
意
、
宇
高
博
文
、

松
岡
美
智
子
、
坂
本
寿
雄
、
長
島
幸
彦

三
浦
明
美
、
久
保
輝
子
、
神
田
進
、
山

畑
祐
昭
、
山
内
尚
子
、
山
田
み
ゆ
き
、

神
野
ひ
づ
る

梅
ノ
木
区
　
森
内
美
和
子
、
墳
真
理

子
、
水
城
潔
、
大
家
塀
、
水
城
孝
、
北

真
弓
、
大
崎
幸
夫
、
吉
永
和
子
、
陽
田

徳
子
、
笈
田
初
美

高
松
区
（
高
松
団
地
）
西
山
陽
将
、

渡
辺
信
江
、
杉
本
勝
則
、
石
橋
和
枝
、

鈴
木
良
一
、
吉
川
美
津
子
、
下
山
三
枝

子
、
下
谷
好
和
、
坂
本
和
枝
、
大
川
幸

子
、
前
田
三
枝
子
、
古
川
博
子
、
内
田

勝
也
、
三
輪
真
一
、
吉
本
洋
子
、
田
中

修
、
川
野
慶
三
郎
、
田
中
博
志
、
小
松

野
光
正
、
緒
方
十
三
生
、
水
元
俊
子
、

佐
久
間
幸
子
、
阿
比
留
恵
子
、
新
田
義

隆
、
中
野
肇
、
山
路
ま
ゆ
み
、
小
原
勲

井
手
民
子

三
ツ
頭
区
　
藤
本
美
智
子
、
宮
野
隆

也
、
中
西
和
彦
、
小
吉
秀
夫
、
久
保
明

美
　
．



□
発
行
人
　
水
巻
町
長
㌣
蔭
衛
門
　
口
．
酢
、
第
五
巻
町
住
民
相
談
室
（
電
話
6
0
1
－
4
3
2
か
∵
、
ｎ

酬冊Ⅲ　昭和50年11月25日　酬醐Ⅲ冊胴ⅢⅢ冊間】肌用冊酬酬Ⅲ腑桐

重
度
心
身
障
害
者

に
介
護
料
を
支
給

十
月
か
ら
重
度
心
身
障
害
者
に
介
護

料
と
し
て
四
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い

か
た
は
早
目
に
役
場
民
生
係
で
手
続
き

を
き
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
対
象
者

。
身
体
障
害
者
一
級
二
一
級
の
一

部
。
療
育
手
帳
　
Ａ
級

。
手
帳
を
持
た
な
い
重
度
の
人

◇
持
参
晶
　
印
鑑
、
住
民
票
謄
本
、
年

金
証
書

○
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
日
本
国
民
で
な
い
と
き
、

公
的
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
と
き

な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
厚
生
課
民

生
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

施
設
機
器
を
大
切
に

町
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に

安
全
な
運
転
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
危

険
な
箇
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
プ

主
フ
ー
道
路
標
識
な
ど
の
施
設
機
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
こ
れ
が
心

無
い
人
の
た
め
に
破
損
さ
れ
、
無
届
け

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
機
器
は
、
危
険
防
止

の
た
め
に
も
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
万

一
破
損
し
た
か
た
は
す
ぐ
に
役
場
建
設

課
に
届
け
出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
破
捜
し
た
箇
所
を
発
見
し
た
か

た
も
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

2

　

　

月

　

　

の

心
配
ご
と
相
談
日

十
二
月
の
心
配
ご
と
相
談
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

日

時

　

1

2

月

5

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

1

9

日

1

0

時

～

1

5

時

2

6

日

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

◇
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

精
神
薄
弱
者
の
相
談
は

樋
口
の
石
橋
さ
ん
へ

県
の
精
神
薄
弱
者
相
談
員
を
さ
れ
て

い
た
樋
口
の
石
橋
童
子
さ
ん
が
、
引
続

き
県
か
ら
業
務
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

精
神
薄
弱
者
に
関
す
る
問
題
は
、
相

談
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

水
道
使
用
料
委
託

徴
収
人
の
一
部
変
更

十
一
月
十
日
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
次
の
地
区
の

水
道
使
用
料
委
託
徴
収
人
が
変
わ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
江
喫
産
社
宅
　
蔵
元
　
進

吉
田
団
地
．
　
　
松
成
輝
代
．

行
辞
死
亡
人
の

身
も
と
を
さ
が
し
て
ま
す

十
月
三
十
一
日
に
水
巻
駅
構
内
で
死

亡
し
た
人
の
身
も
と
を
探
し
て
い
ま

す
。
心
あ
た
り
の
あ
る
か
た
は
、
役
場

厚
生
課
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

身
長
一
・
六
〇
㍍
、
男
、
年
齢
二
〇

～
三
〇
歳
く
ら
い
、
や
せ
型
、
長
髪
。

服
装
　
小
豆
色
ブ
レ
ザ
ー
、
白
ス
ポ

ー
ツ
シ
ャ
ツ
、
窯
ズ
ボ
ン
、
黒
皮
靴
。

所
持
品
　
水
巻
～
竹
下
間
の
切
符
一

枚
、
窯
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
、
現
金
一
九
、

．

ヽ

　

一

ｌ

四
七
〇
円
、
財
布
一
個
。

－

訂

　

正

1

前
号
の
広
報
で
、
新
教
育
長
永
沼
子

氏
の
住
所
を
立
屋
敷
と
書
い
て
い
ま
し

た
が
、
伊
左
座
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

運
営
委
員
会
を
結
成

1
1
月
1
5
日
か
ら
リ
ー
グ
戦

体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
も
、
年
ご
と
に
盛
ん

に
な
っ
て
い
患
す
が
、
こ
れ
ま
で
各
地

区
ご
と
に
練
習
を
重
ね
、
町
が
行
な
う

大
会
の
み
に
参
加
す
る
と
い
う
、
極
め

て
少
潔
い
試
合
数
で
し
た
が
、
今
回
、

各
地
区
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
よ
り
一

層
親
睦
を
深
め
る
意
味
で
も
と
、
運
営

委
員
会
を
結
成
、
リ
ー
グ
戦
を
行
な
っ

て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
一
回
リ
ー
グ
は
十
一
月
十
五
日
か
ら

十
二
月
九
日
ま
で
、
水
巻
中
学
校
体
育

館
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

リ
ー
グ
結
成
を
し
た
チ
ー
ム
お
よ
び

代
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

チ
ー
ム
名
　
　
　
代
表
者

。
入
江
興
産
　
　
蔵
元
　
進

。
猪
熊
小
学
校
　
　
安
部
晶
子

へ

．

・

。
古
貿
チ
ー
ム
　
　
鎌
田
孝
志

。
頃
末
チ
ー
ム
　
　
宮
崎
倭
子

。
み
ず
ほ
ク
ラ
ブ
　
原
　
忠
治

。
吉
田
地
区
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
愛
好
会
　
藤
崎
米
子

第
3
回
少
女

ボ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
三
十
日
、
午
前
九
時
か
ら
教

育
委
員
会
主
催
で
、
地
区
公
民
館
対
抗

，
の
小
学
生
女
子
ポ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
す
。

小
学
生
の
体
育
振
興
と
体
力
向
上
を

目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
の
大
会
も

今
年
で
三
回
目
。
今
回
は
各
地
区
か
ら

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま

す
。元

気
に
プ
レ
ー
す
る
女
子
小
学
生
へ

の
家
族
の
か
た
の
応
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇
日
時
　
1
1
月
3
0
日
9
時
か
ら

◇
場
所
　
水
巻
動
労
青
少
年
体
育
セ
ン

須
－
（
主
会
場
）
・
水
巻
中
学
校
体

育
館
、
準
決
勝
以
上
は
主
会
場
で
行

な
い
ま
す
。
　
　
㍉
リ
　
、
Ｊ

在　宅　医

691．1017

691．0527

601・3320

691・2616

口
末
末
末

樋
頃
頃
頃

科
料
科
斜

膚
眼
皮
外
外

院医
院
院
院

日
医
医
医

谷
藤
江
辺

長
伊
入
渡

ｎ
ロ
　
目
　
口
日
　
日

3

0

7

1

4

2

1

月
月
1
　
2
1
　
1

、診毎時間は9時から17時、原則として往診はいたしません。

1
，
＼

′
／

日］

㌣
料

牟

田

日1

刷

合

資

会

社－


